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現職： 熊本大学大学院生命科学研究部 副研究部長 消化器内科学講座 教授 

 熊本大学病院 副病院長 

 熊本大学病院 光学医学診療部   部長 

 熊本大学病院 肝疾患センター   センター長 

 熊本大学病院 中央検査部     部長 

 熊本大学病院 バイオバンクセンター   センター長 

 名古屋市立大学大学院医学研究科 客員教授(2020.6～) 

 名古屋大学 未来社会創造機構   客員教授(2018.12～) 

 

略歴 

1991年 3月 名古屋市立大学医学部 卒業 

1991年 5月～1993年 3月 名古屋市立大学病院 臨床研修医 

1993年 4月～1996年 3月  名古屋第二赤十字病院 消化器内科医師 

1997年 4月～2001年 3月 名古屋市立大学大学院医学研究科 

1999年～2001年  米国立保健研究所（NIH）留学（Visiting Fellow） 

2002年 11月～2006年 8月  名古屋市立大学病院 講師 

2006年 9月～2009年 9月 名古屋市立大大学院 臨床分子情報医学 助教授（准教授） 

2008年 4月～2020年 5月 名古屋市立大学病院 肝疾患センター 副センター長（のち、センター長） 

2009年 10月〜2020年 5月 名古屋市立大大学院 病態医科学講座 教授 

 名古屋市立大大学院 中央臨床検査部 部長 

2020年 6月～現在  熊本大学大学院生命科学研究部 消化器内科学講座 教授 

   熊本大学病院 光学医学診療部 部長  

   熊本大学病院 肝疾患センター センター長 

2021年 4月～現在  熊本大学病院 副病院長 

  熊本大学病院 バイオバンクセンター センター長 

2023年 4月～現在      熊本大学大学院生命科学研究部 副研究部長 

熊本大学病院 中央検査部 部長 



所属学会等 

1991年 5月 医師免許取得（第 337045号） 

日本内科学会 認定内科医、指導医、評議員 

JDDW 社員、広報委員 

日本肝臓学会 理事、認定肝臓専門医、指導医、在り方委員会委員、和文誌編集委員会委員長、演題選定

委員、欧文誌編集委員会副委員長、研究助成委員、国際委員 

日本消化器病学会 理事、消化器病専門医、指導医、財団評議員、利益相反委員、広報委員、専門医試験

実施・判定委員、九州地区専門医制度審議委員・あり方検討委員 

日本内視鏡学会 消化器内視鏡専門医、指導医、支部評議員 

日本臨床検査医学会 専門医、評議員、ガイドライン委員長、学術賞委員 

抗ウイルス療法学会 理事 

日本肝癌研究会 評議員 

 

競争的研究資金（代表） 

2008年～継続、2022～2024 年 日本医療研究開発機構(AMED) 肝炎等克服緊急対策研究事業： 

C型肝炎ウイルス排除後の肝発がん機構を含む病態進展の解明と予防法の確立 

2012年～継続、2022～2024 年 日本医療研究開発機構(AMED) 肝炎等克服実用化研究事業： 

実用化に向けた B型肝炎新規治療薬の開発 

2010～2012年, 2013～2015 年, 2016～2018年, 2019～2021年, 2023～2025年 科研費 基盤 B（5回） 

   

授賞学術賞(21回) 

平成 11年度 ウイルス肝炎研究財団研究奨励賞 

平成 14年度 東海学術奨励賞 

2004.12.14 AASLD-APASL Joint Workshop Award 

平成 16年度 上原記念生命科学財団 研究奨励賞 

2007.3.27 APASL Presidential Award (アジア太平洋肝臓学会議、会長賞) 

平成 22年度 上原記念生命科学財団 研究推進特別奨励賞 

平成 23年度 豊秋奨学会 研究助成 

2023年 文部科学大臣賞：新規肝線維化検査方法 (M2BPGi) 

2024年 APASL 2024 Kyoto Investigator Award  

2024年 日本肝臓学会 織田賞 

2025年 日本消化器病学会 学術賞 

 

研究業績 

⚫ HBVの基礎的・臨床的研究（HBV感染・複製モデルを用いた創薬研究） 

⚫ 消化器疾患におけるゲノムワイド関連解析 (GWAS)・オミックス解析 

⚫ 世界各国における肝炎ウイルスの分子疫学的研究 

 

  



原著論文総数：494 本（IF 合計 3,806.5、被引用回数 20,643 回、H-index 68 (2024) 

(代表原著論文) 
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